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今こそ、高校生に注目！
地球環境の未来を担う世代に
もっと情報と発表の場を
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　　　　　学習や発表の場を提供することによって支援する。

■
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
高
校
生
を
対
象
に

し
て
い
る
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

環
境
悪
化
の
影
響
を
受
け
る
の
は
、
間
違

い
な
く
次
世
代
で
す
。
国
際
会
議
で
は
よ
く

「
何
年
ま
で
に
何
を
す
る
」
と
い
う
目
標
を

立
て
ま
す
が
、
温
暖
化
対
策
の
国
際
交
渉
で

は
２
０
２
０
年
や
２
０
５
０
年
が
目
標
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
16
歳
の
高
校
生
は
２

０
２
０
年
に
24
歳
、
現
場
で
活
躍
す
る
若
手

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
２
０
５
０
年
に
は
54

歳
で
、
社
会
で
責
任
あ
る
立
場
と
な
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
環
境
活
動
の
未
来

の
担
い
手
と
な
る
高
校
生
に
、
今
、
環
境
意

識
を
し
っ
か
り
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

■
現
在
、
高
校
で
は
ど
の
よ
う
な
環
境
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
地
域
の
清

掃
活
動
や
、
途
上
国
へ
ワ
ク
チ
ン
を
送
る
た

め
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
と

い
っ
た
活
動
は
か
な
り
多
く
の
高
校
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
進
む
と
、
生
徒
会
の

下
に
環
境
委
員
会
を
作
っ
た
り
、
部
活
動
で

環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
た
り
、
農
業

高
校
や
工
業
高
校
で
は
授
業
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
発
表
す
る
場
が
な

か
っ
た
。
外
に
向
け
て
発
表
で
き
る
場
を
作

り
た
い
と
考
え
、「
高
校
生
環
境
活
動 

発
表

会 

全
国
大
会
」
を
始
め
ま
し
た
。

■
実
行
委
員
会
の
活
動
の
中
心
は
「
場
」

の
提
供
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

２
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
地
区
大
会
や
全

国
大
会
な
ど
、
高
校
生
が
交
流
し
、
刺
激
し

合
え
る
よ
う
な
発
表
の
場
を
作
る
こ
と
。
も

う
一
つ
が
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
環
境
問
題

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
学
習
の
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
で
す
。
環
境
問
題
の
プ
ロ
を
招
い

て
気
候
変
動
や
国
際
交
渉
の
現
場
に
つ
い
て

講
演
し
て
も
ら
っ
た
り
、
リ
オ
＋
20
な
ど
タ

イ
ム
リ
ー
な
国
際
的
環
境
イ
ベ
ン
ト
を
取
り

入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
る
の
は
私
た
ち
で
す
が
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
主
役
は
常
に
高
校
生
な
ん
で
す
。

■
高
校
生
が
企
業
を
訪
問
す
る
活
動
も
あ

り
ま
す
ね
。

　

最
先
端
の
環
境
技
術
が
学
べ
、
非
常
に
勉

強
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
す
け
れ
ど
、
そ

の
先
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
。

で
も
、
実
際
に
工
場
を
見
学
し
、
再
生
さ
れ

た
ペ
ッ
ト
樹
脂
を
手
に
取
る
と
、
分
別
の
方

法
や
意
味
が
理
解
で
き
る
。
分
か
れ
ば
、
友

達
に
「
こ
こ
に
、
こ
ん
な
ふ
う
に
捨
て
て
ね
」

と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
企
業
側
の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

　

最
初
は
、
高
校
生
だ
と
甘
く
見
て
い
た
よ

う
で
す（
笑
）。
環
境
活
動
を
行
っ
て
い
る
高

校
生
は
、
環
境
に
対
す
る
意
識
も
知
識
も
相

当
レ
ベ
ル
が
高
い
。
企
業
訪
問
の
際
、
高
校

生
が
自
分
た
ち
の
活
動
を
説
明
す
る
と
、
た

い
て
い
の
企
業
さ
ん
は
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
ま
す
。

■
活
動
内
容
を
見
る
と
、
雪
氷
熱
利
用
や

出
前
授
業
等
、
環
境
Ｎ
Ｐ
О
顔
負
け
で
す
。

　

小
学
校
へ
の
出
前
授
業
は
、
年
齢
が
近
い

せ
い
か
非
常
に
上
手
で
、
大
人
の
出
る
幕
が

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
と
、
ホ
タ
ル
を
育
て
て
い

る
高
校
生
が
、
介
護
施
設
を
訪
ね
て
お
年
寄

り
に
ホ
タ
ル
を
見
せ
る
等
、
地
域
に
密
着
し

た
活
動
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

■
地
球
環
境
基
金
の
助
成
は
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

地
区
大
会
や
全
国
大
会
の
開
催
、
そ
し
て

１
年
間
の
活
動
を
ま
と
め
た
冊
子
の
作
成
・

配
布
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
環

境
に
興
味
の
な
い
高
校
生
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
ん
な
高
校
生
を
巻
き
込
み
、
環
境
に

関
心
を
寄
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
、

読
み
や
す
い
冊
子
に
し
、
先
生
方
に
も
ご
覧

い
た
だ
き
、
図
書
館
に
も
置
い
て
も
ら
う
。

大
会
に
参
加
し
た
高
校
生
に
は
、
朝
礼
な
ど

で
発
表
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
ご
予
定
は
？

　

全
国
に
５
２
０
０
校
程
あ
る
高
校
の
う
ち
、

約
３
５
０
校
の
環
境
活
動
を
把
握
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
広
げ
、
環
境
を
切
り
口

に
し
た
高
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
た
い
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
誰
も
が
使
え
る
よ
う

オ
ー
プ
ン
に
し
ま
す
。
例
え
ば
、
行
政
が
環
境

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
時
、
あ
る
い
は
地
区
で

勉
強
会
を
開
く
時
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
れ

ば
、多
く
の
人
に
素
早
く
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
。

そ
れ
が
、
環
境
に
関
心
の
な
い
層
を
動
か
す

力
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

環
境
活
動
の
未
来
の
担
い
手
、

高
校
生
に
確
か
な
環
境
意
識
を

普
段
の
活
動
か
ら
国
際
問
題
ま
で

様
々
な
レ
ベ
ル
で
高
校
生
を
応
援

第2回「高校生環境活動 発表会 全国大会」で、瀬戸内海に沈む「海ゴミ問題」について
発表する岡山県の山陽女子高等学校 地歴部の皆さん

栃木県立栃木農業高等学校の生徒さんが、ペットボトルリサイクル
企業・協栄産業株式会社（ジャパンテック株式会社）を訪問

全国高校生エコ・アクション・プロジェクト実行委員会

P a r t n e r ' s  T a l k
助成団体
レポート

東北から7校の参加を得て「復興と環境」を
テーマに開催された環境シンポジウム（仙台）

「エコライフ・フェア2012」で活動を発表する
昭和第一学園高等学校 環境研究部

●主な活動内容
　・環境活動高校紹介　・環境イベント訪問　・環境シンポジウム　
　・企業訪問　・環境活動発表会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ

環
境
問
題
を
解
決
す
る
大
き
な
力
に地球環境基金の助成によって作成し、

500校へ配布した冊子

2010年　4月
10月
12月

2011年　2月
8月
12月

2012年　2月
6月
8月

事業スタート
生物多様性条約COP10「生物多様性交流フェア」見学
「高校生環境活動 地区大会 発表会」を5会場で開催
（札幌・東京・名古屋・大阪・福岡）
第1回「高校生環境活動 発表会 全国大会」開催
「東北地区高校生環境シンポジウム」開催
「高校生環境活動 東北地区交流発表会」開催
第2回「高校生環境活動 発表会 全国大会」開催
「エコライフ・フェア2012」にブース出展し、活動発表
「高校生環境サマースクール」開催

●活動実績

お話を伺った運営委員の大木正和さん

小中学校で行われている環境教育、大学生を対象にした企業やNPOによる環境インターンシップ。
その狭間で、あまり注目されていなかった高校生の環境活動にフォーカスして支援を行っているのが、
「全国高校生エコ・アクション・プロジェクト実行委員会」です。
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